
 

河南町消防団防災学習・災害活動車両等運用要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、防災意識の高揚を図るための行事又は災害時の避難行動の向上

を図るための訓練（以下「訓練等」という。）を主催する団体が、消防団防災学習・

災害活動車両及び積載装備品（以下「防災学習車等」という。）の出動及び貸出（以

下「出動等」という。）を申請する場合について、必要な事項を定めるものとする。 

（使用申請） 

第２条 訓練等において、防災学習車等の出動等の申請をしようとする団体（以下「申

請者」という。）は、防災学習車等の予約状況を河南町総合政策部危機管理室（以

下「危機管理室」という。）に確認の上、原則として出動等希望日の６月前から１

月前までの間に、河南町長（以下「町長」という。）に消防団防災学習・災害活動

車両等出動等申請書（様式第１号。以下「申請書」という。）を提出しなければな

らない。 

２ 前項の規定にかかわらず、河南町消防団、町、公益財団法人大阪府消防協会南河

内地区支部又は富田林市消防本部河南分署が共催を行う訓練等で防災学習車等を

使用する場合は、随時、前項に定める手続を行うことができる。 

（使用承認等） 

第３条 町長は、前条による申請があったときは、当該申請内容を審査し、消防団防

災学習・災害活動車両等出動等承認（不承認）通知書（様式第２号）により、その

結果を当該申請者に通知するものとする。 

（防災学習車等の使用等） 

第４条 防災学習車等の運転及び操作は、河南町消防団員、町職員その他町長が適当

と認める者（以下「団員等」という。）が行うものとし、防災学習車等を使用する

者（以下「使用者」という。）は、使用及び取扱いについて団員等の指導の下に注

意事項を遵守しなければならない。 

２ 団員等が防災学習車等を運転及び操作する場合は、事前に危機管理室から取扱い

に関する講習を受けなければならない。 

３ 防災学習車等の使用料は、無料とする。ただし、燃料費その他防災学習車等の消

耗品に係る費用については、申請者に対し実費相当の負担を求めることができる。 



 

４ 前項に規定する実費相当の負担については、危機管理室と申請者においてその都

度協議決定するものとする。 

（連絡担当者及び安全確認者） 

第５条 申請者は、訓練等の実施に当たって、連絡担当者及び安全確認者をそれぞれ

１人以上配置しなければならない。 

２ 連絡担当者は、訓練等の内容等について事前に団員等と打ち合わせを行うことと

する。 

３ 安全確認者は、訓練等に立会い、団員等の指揮の下に防災学習車等の周囲の安全

確認を行うこととする。 

４ 申請者は、同時に複数の訓練等を実施する場合は、複数名の安全確認者を配置し

なければならない。 

５ 連絡担当者は、訓練等の実施内容の変更又は訓練等を中止した場合は、遅滞なく

危機管理室に連絡しなければならない。 

６ 安全確認者は、団員等が一時的に防災学習車等から離れる場合には、使用者に対

して訓練等を休止する旨を周知し、参加者等が防災学習車等に触れる又は乗り込む

ことがないよう安全管理の徹底を図らなければならない。 

（訓練等の事前確認） 

第６条 連絡担当者及び安全確認者は、訓練等の実施前に、団員等と安全確認につい

ての打ち合わせをしなければならない。 

（出動等の中止） 

第７条 団員等は、原則として悪天候時には、使用者の安全確保及び防災学習車等の

故障防止のため、出動等を中止することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、団員等は、防災学習車等の出動等を中止する必要があ

ると判断した場合は、出動等を中止することができる。 

３ 前２項の規定により、出動等を中止した場合において、申請者に損害があっても、

町は、これを一切補償しないものとする。 

（事故に対する賠償責任） 

第８条 防災学習車等の使用中に生じた事故により発生した賠償責任は、全て申請者

が負う。ただし、申請者に過失が認められない場合は、この限りでない。 

２ 申請者は、防災学習車等の使用中に生じた事故について、直ちに危機管理室に報



 

告するとともに、誠意をもってその解決に当たらなければならない。 

（庶務） 

第９条 防災学習車等の運用に関する庶務は、危機管理室において処理する。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、防災学習車等の運用に関し必要な事項は、

別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和２年３月２４日から施行する。 


